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機能①「つまずき未解決生徒をリストアップ」 

生徒が記入した情報（図1）をもとに、「つまずいた生徒の人数」「つまずい 

た原因が分かる生徒の人数」「つまずきが解決していない生徒の人数」が 

表示され、つまずきが解決していない生徒は、氏名とその生徒のデジタル 

ポートフォリオの I D 情報が表示される（図2）。これにより教員は、つまず 

きが解決していない生徒を一目で把握し、各生徒のポートフォリオに移動 

してフィードバックを返すことができる。 

 

機能②「つまずきの内容を一覧化」 

つまずきが未解決である生徒の、つまずきの内容が表にまとめられている（図3）。 

これにより、教員は学級全体を広い視野で捉え、どこの作業でどんなつまずきが多いかを簡単に把握することができる。 

 

 

 

 

 

 

 

機能③「作業の進捗状況をグラフ化」 

学級全員の進捗状況をグラフ化することで、進捗が遅い生徒を把握し 

授業中に重点的に支援したり、既に完成している生徒が何人いて 

それが誰なのかも把握することができる（図4）。 

 

【ポートフォリオの名簿化】 

生徒のポートフォリオに、教員が簡易にアクセスできるように 

名簿を入れると自動で全員のシートを作成するプログラムと 

名簿化を行うプログラムを実装した。 

これにより、全員の I D を名簿として表示することができる。 

 

 

 
  

 

【まとめと展望】 

上記の通り、効率的に生徒のつまづきを支援できる機能を取り入れたデジタルポートフォリオを制作した。 

今後は、技術科教員への聞き取りや、授業実践を通して本教材の効果を検証する予定である。 

図1 ポートフォリオの項目と記入例 

図5（右）プログラミングによる ID 名簿作成→ 

生徒の名簿（架空） ポートフォリオのID名簿

ポートフォリオを作成する
プログラム

ポートフォリオを名簿化する
プログラム

コンセプト2
ポートフォリオのデジタル化

図2 つまずき未解決生徒の抽出 

図3 つまずきの内容一覧 

図4 進捗状況の棒グラフ 

【ポートフォリオの機能】 

①つまずき未解決生徒をリストアップ 

②つまずきの内容を一覧化 

③作業の進捗状況をグラフ化 

デジタルポートフォリオの解説動画 

https://youtu.be/91sppxGlsKA 

【開発背景と目的】 

 学習指導要領の改訂により、技術分野の各内容において「技術による問題解決」が位置付けられた。 

問題解決的な学習では、多くの学習効果が期待されるが、生徒それぞれの異なった課題や作業中のつまずきを、教員が丁寧

に把握し、個別に支援することは、容易なことでない。そこで私は、効率的に生徒のつまずきを支援できる機能を取り入れた

デジタルポートフォリオを開発することとした。 

 


